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開
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宮
城
県
知
事
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神
保

健
福
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ン

タ
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印

精
神
保
健
福
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セ
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タ
ー
用

新

令
和
四
年

�

一
月
一
日
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宮
城
県
精
神

保
健
福
祉
セ
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タ
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所
長

印

地
方
機
関

長

印

一
般
文
書
用

新

令
和
四
年

�

一
月
一
日

旧

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
七
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
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指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

宮
城
県
蔵
王
野
鳥
の
森
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

二　

指
定
し
た
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
宮
城
県
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会

　
　

宮
城
郡
利
府
町
神
谷
沢
字
広
畑
六
番
地
四
十

三　

指
定
の
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
八
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

宮
城
県
ク
レ
ー
射
撃
場

二　

指
定
し
た
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
猟
友
会

　
　

仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四
番
十
七
号
宮
城
県
仙
台
合
同
庁
舎
内

三　

指
定
の
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
九
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

宮
城
県
県
民
の
森

二　

指
定
し
た
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
宮
城
県
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会

　
　

宮
城
郡
利
府
町
神
谷
沢
字
広
畑
六
番
地
四
十

三　

指
定
の
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

宮
城
県
昭
和
万
葉
の
森

二　

指
定
し
た
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

株
式
会
社
万
葉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　

黒
川
郡
大
衡
村
松
の
平
三
丁
目
四
番
三
十
四
号

三　

指
定
の
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
一
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
石

巻
市
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
農
政
部
農
業
振
興
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

指
定
す
る
地
域

　

別
冊
の
と
お
り

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
二
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

河
南
町
及
び
北
上
町
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
削
る
。
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〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
三
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年
十

二
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

河
北
町
及
び
桃
生
町
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
四
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
百
六
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年
十
二
月

二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

石
巻
農
業
振
興
地
域
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
五
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
千
二
百
六
十
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

牡
鹿
町
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

釜
谷
大
須
雄
勝
線

三　

道
路
の
区
域

変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

石
巻
市
雄
勝
町
上
雄
勝
三
丁
目
六
七
番
地
先
か
ら

同
市
雄
勝
町
上
雄
勝
三
丁
目
七
八
番
地
先
ま
で

前
Ａ

一
一
・
七
～

�

一
二
・
〇

�

八
三
・
一

後
Ａ

一
一
・
七
～

�

一
二
・
〇

�

八
三
・
一

　

Ｂ

一
一
・
〇
～

�

一
六
・
一

�

九
〇
・
八

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

釜
谷
大
須
雄

勝
線

石
巻
市
雄
勝
町
上
雄
勝
三
丁
目
六
七
番
地
先
か
ら

同
市
雄
勝
町
上
雄
勝
三
丁
目
七
八
番
地
先
ま
で

令
和
三
年

�

十
二
月
二
十
八
日

�

午
後
一
時

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

高
解
像
度
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
賃
貸
借　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
三
年
十
一
月
十
八
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区

一
番
町
三
丁
目
一
番
一
号

五　

落
札
金
額　

四
千
三
百
二
十
万
三
千
六
百
円
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六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

可
搬
型
Ｉ
Ｃ
免
許
証
記
載
内
容
確
認
装
置
賃
貸
借　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
三
年
十
一
月
十
八
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四

番
一
号

五　

落
札
金
額　

四
千
五
百
四
十
七
万
四
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
三
年
十
月
八
日

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
九
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

宮
城
県
婦
人
会
館

二　

指
定
し
た
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

一
般
財
団
法
人
み
や
ぎ
婦
人
会
館

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
ヶ
岡
五
番
地

三　

指
定
の
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で


